
現行政改革大綱と新体系との対比

後期行動計画取組状況報告書で総括

第２章「本市を取り巻く社会環境の影響」
※財政状況は、アクションプランにも記載

第６章「行財政改革の考え方」
１ 行政改革の必要性

第６章「行財政改革の考え方」
２ 目標

第６章「行財政改革の考え方」
３ 目指すべき方向性
４ 行動指針

第６章「行財政改革の考え方」
５ 推進手法

序章「第２期基本計画の策定に当たって」
１ 第２期基本計画の位置づけと計画期間

第１　行政改革の背景と必要性

1　これまでの行政改革の取組

(1)　提言と成果

(2)　市民満足度調査の分析

(3)　平成24年度3月策定行政改革大綱　後期行動計画における成果と課題

(4)　これまでの行政改革の取組まとめ

２　生駒市を取り巻く状況

(1) 人口動向と推計

(2) 財政状況と見通し

(3) 公共施設等の現状

(4) 職員数の推移

３　行政改革大綱の継続・充実の必要性

(1) 前行政改革大綱の取組を踏まえた課題

(2) 新たな行政改革大綱の必要性

第２　行政改革大綱の基本的な考え方

１　行政改革大綱の位置づけ

２　第6次生駒市総合計画の推進

３　行政改革の目的

第３　目標と方針

１　目標

(1) 基本目標

(2) 数値目標

２　基本方針

第４　推進期間

第５　基本方針

１　健全な財政基盤の確立

２　歳入増につながる施策の創出、強化

３　ファシリティマネジメントの推進

４　市民、事業者等との協働によるまちづくりの推進

５　時代に対応できる柔軟で連携のとれた機能的な組織づくりと人材育成の推進

第６　推進手法

１　推進体制

２　進行管理

c
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【資料4-2】

現行政改革大綱と新体系との対比

第６章「行財政改革の考え方」
１ 行政改革の必要性
３ 目指すべき方向性

第６章「行財政改革の考え方」
２ 目標

３　行政改革大綱の継続・充実の必要性

(1) 前行政改革大綱の取組を踏まえた課題

(2) 新たな行政改革大綱の必要性

第２　行政改革大綱の基本的な考え方

１　行政改革大綱の位置づけ

２　第6次生駒市総合計画の推進

３　行政改革の目的

第３　目標と方針

１　目標

(1) 基本目標

(2) 数値目標

現行政改革大綱 目次 新体系

・現大綱に記載している３つの課題、必要性、目的に
ついて「３ 目指すべき方向性」「１ 行財政改革の必
要性」に取り入れている。
・行革大綱の位置づけは、総計の基本構想２章に記載
されている。

・現行の基本目標については新たな目標内で継承
・数値目標は各年度のアクションプランの中で事業ごと
に適切な目標を定め、毎年度着実な成果を積み上げる。
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第６章「行財政改革の考え方」
３ 目指すべき方向性
４ 行動指針

第６章「行財政改革の考え方」
５ 推進手法

２　基本方針

第４　推進期間

第５　基本方針

１　健全な財政基盤の確立

２　歳入増につながる施策の創出、強化

３　ファシリティマネジメントの推進

４　市民、事業者等との協働によるまちづくりの推進

５　時代に対応できる柔軟で連携のとれた機能的な組織づくりと人材育成の推進

第６　推進手法

１　推進体制

２　進行管理
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序章「第２期基本計画の策定に当たって」
１ 第２期基本計画の位置づけと計画期間

・現行の５つの基本方針をアップデートし、「３ 目
指すべき方向性」と「４ 行動指針」に入れている。
現大綱で例示されている具体的な取組項目は各年度の
アクションプランで示していく。

・「５ 推進手法」で委員の位置づけについて明記
・進行管理は各年度アクションプランの管理にて実施


